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２年次で「レクリエーション」が行われました。
7月10日（月）5・6時間目，体育館で，「第１回 ２年次レクリエーション」が行わ

れました。タイトルは「ＩＴＯ ＴＯＭＭＹ ＣＵＰ」です。この名前は，２年次の先
生方８名の頭文字を組み合わせてつくったものだそうです。公式キャラクター「いとう
・とみ－」もできました。かわいい女の子です（下に原画があり！）。
このような企画は，各クラスの校外学習委員が中心となった実行委員が会議を重ねて

つくりあげていきました。当日の運営についても実行委員のはたらきは，素晴らしく，
２年次生全員が大変盛り上がりました。
種目は，フリスビーみたいなドッジボール「ドッジビー」でした。力を入れすぎると，

どこかに跳んでいったり，投げたはずが戻ってきてしまったりと慣れるまで大変でした。
ただ，あたっても痛くなく，いつものドッジボールだと逃げている人も積極的に「とる
・投げる」に参加していました。決勝に残ったチームがどちらもＢ組であったために，
決勝戦は行われませんでしたが，Ｂ組さんは大喜びでした。また，「四択クイズ」は，ス
テージの大型スクリーンを用いて行われました。体育館を大きく四分割した「番号区画」
に移動するという動きのあるダイナミックなクイズでした。４回戦まで行われ，最後の
クイズまで残った人達のクラスに点数が入るというもので，大変工夫されていました。
総合得点で，Ｂ組が優勝し，「年次カップ」が主任の大村先生から学級委員長の永倉さ

んに渡されました。そして，そのカップは7月9日に誕生日であった担任の矢口先生への
プレゼントとして，永倉さんの手から矢口先生に渡されました。矢口先生にとって，思
い出に残る「誕生日プレゼント」になったと思います。
本校では，これからの時代にますます必要となる「企画力，発想力，実行力」を育て

ていくためにも，生徒主体の活動に重きをおいています。このような活動こそ「生きた
アクティブ・ラーニング」だと思います(^_^)。


